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　本シリーズは，2022年度から
の高等学校学習指導要領の改訂
に伴って，公民科『倫理』の中に，
心理学の内容が従前以上に導入さ
れることにあわせてスタートする
企画です。
　これまで心理学は，高校の教科
にはなく，公民科の『倫理』と
『現代社会』の一部で取り上げら
れてきました。その内容は，青年
期の課題や現代思想としての精神
分析が取り上げられていて，心理
学の発展を踏まえた更新があまり
されずに，60年以上にわたって続
いてきました。こうしたことは，
大学入学後に，学習者が高校時代
に描いていた心理学と大学で学ぶ
科学的な心理学とのギャップを生
み出す一因にもなっていました。
　そこで，日本心理学会では，心
理学者による高校生対象の授業
「私の出前授業」の連載を本機
関誌『心理学ワールド』におい
て，2011年から続けています。そ
の中でも紹介されている「高校
生のための心理学講座」は2012
年から全国で開催され，現在は
YouTube版もあります。さらに，
2018年には，日本心理学会の教育
研究委員会に高校心理学教育小委
員会（市川伸一委員長）が設置さ
れて，高校教員や高校生への支援
方策について検討しています。そ
の方策として，心理学の学びを深

めるリソースとして，webページ
や参考資料の作成があり，本連載
もその一つであり，高校教員と高
校生を読者対象としています。
公民科における心理学の新たな内容
　新学習指導要領の公民科目改訂
によって，2科目で心理学の内容
が扱われることになりました。
1，2年生が学ぶ新設必履修科目

『公共』（2単位）では，現行の『倫
理』で扱われてきた「青年期の
課題」が，学習指導要領の大項目
〘公共の扉〙 における中項目〔公
共的な空間を作る私たち〕の中で，
「生涯における青年期の課題を人，
集団及び社会との関わりから捉え，
他者と共に生きる自らの生き方に
ついても考察」するように「内容
の取り扱い」で示されています。
　一方，心理学の新たな内容が
導入されたのが，2，3年生が学ぶ
選択科目『倫理』（2単位）です。
〘現代に生きる自己の課題と人間
としての在り方生き方〙において，
個性，感情，認知，発達などに着目
して，自己形成に向けて，思索を
深めるための人間の心の在り方に
ついて理解することになりました。
学習指導要領の「内容の取扱い」
には「青年期の課題を踏まえ，人
格，感情，認知，発達についての心
理学の考え方についても触れる」
というように，「心理学」という
学問領域名がはじめて登場してい

ます。
　学習指導要領解説では，『倫理』
において，人間の心の在り方につ
いて理解する際に着目すべき視点
としては，以下の4つを挙げてい
ます。「個性は，一人一人の人間
にはどのような性質の違いがある
のか，その違いはいかに形成され
るのか」，「感情は，物事に対して
起こる人間の気持ちにはどのよう
な特徴があるのか，またそれは人
の適応にとってどのような意味を
もつのか」，「認知は，知覚，記憶，
推論，問題解決といった人間の知
的な活動にはそれぞれどのような
特徴があるのか」，「発達は，人間
の心の機能は生涯にわたっていか
に変化するのか，その変化はどの
ような要因によって起こるのか」
です。
　さらに，「こうした多様な視点
に着目した学習を通して，人間が
どのように感じ，学び，考え，行動
し，発達するか，またそこにはど
のような一人一人の違いがあるの
かに関する心の仕組みと成り立ち
を理解」すること，そして，『倫
理』の教科としての視点である
「それらを踏まえて，人間とは何
かを改めて自ら思索し，他者と共
によりよく生きる自己の生き方に
ついての思索を深めること」が強
調されています。
　さらに，注意点として，「心理
学の学説や各種の実験や観察の結
果の紹介を知識として習得させる
指導で終わることのないよう」に
とあります。それは，『倫理』に
おける位置づけである「現代に生
きる自己の課題と人間としての在
り方生き方について思索を深める
ための手掛かりとして学習するこ
とができるよう工夫」が求められ
ているからです。
　また，「他の教科等における精
神の健康や適応，発達などに関わ
る学習との関連」づけを行う必要
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が挙げられています。すなわち，
心理学の内容は，公民科の新教科
『公共』『倫理』の枠には収まらず，
図1に示すように，様々な教科で
取り上げられており，それらを関
連づける必要があるのです。その
例を次に挙げます。
様々な教科における心理学の内容
理科　『生物基礎』では，〘ヒト
の体の調節〙において〔神経系と
内分泌系による調節〕の情報伝達
と体内環境維持の仕組みで，人の
神経系と内分泌系の働きが取り上
げられ，生理心理学の内容と関連
を持っています。さらに，〘生物
の特徴〙の〔遺伝子の特徴〕は，
発達心理学における遺伝の基礎の
内容と関わります。
保健体育科　『保健』では，〘現
代社会と健康〙における〔健康の
考え方〕のヘルスプロモーション
の考え方を踏まえた個人の適切な
意思決定や行動選択が取り上げら
れ，健康心理学に関わります。〔健
康や精神疾患の予防と回復〕は，
臨床心理学，健康・医療心理学な
どの応用分野の内容と関連をもっ
ています。また，〘安全な社会生
活〙はリスク心理学とも関わりを
もっています。
家庭科　『家庭総合』の内容に

おける心理学に関わるタイトルは，
〘人の一生と家族・家庭及び福祉〙
における〔⑴ 生涯の生活設計，⑵
青年期の自立と家族・家庭，⑶ 子
供の生活と保育および ⑷ 高齢期
の生活と福祉〕は生涯発達心理学，
福祉心理学が関わり，〘持続可能
な消費生活・環境〙には〔消費行
動と意思決定〕が取り上げられて
います。また，〘衣食住の生活の
科学と文化〙は，衣食住の心理学
や防災，健康・安全・食について
のリスク心理学が関わります。
情報科　『情報 I』は，〘コミュニ

ケーションと情報デザイン〙にお
ける「情報デザインが人や社会に

果たしている役割」「効
果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザ
インの考え方や方法」は，
社会心理学などの新しい
テーマです。
数学科　『数学 I』の

〘データの分析〙におい
て，「データを収集し，適
切な統計量やグラフ，手
法などを選択して分析を
行い，データの傾向を把握して事
象の特徴を表現すること」「不確
実な事象の起こりやすさに着目し，
主張の妥当性について，実験など
を通して判断したり，批判的に考
察したりすること」は，心理学の
データ解析の土台となります。
総合的な探究（学習）の時間

この教科は，「探究の見方・考え
方を働かせ，教科横断的・総合的
な学習を行うことを通して，自己
の在り方生き方を考えながら，よ
りよく課題を発見し解決していく
ための資質・能力を次のとおり育
成すること」を目標としています。
「実社会や実生活と自己との関わ
りから問いを見いだし，自分で課
題を立て，情報を集め，整理・分
析して，まとめ・表現することが
できるようにする」ことは，大学
での探究的学び，さらに，卒業論
文における研究のプロセスにもつ
ながると考えられます。
　探究では，心理学的テーマが文
系・理系の両方で，取りあげられ
ることがあります。テーマとして
は，『倫理』と関わる青年期の問
題の他に，知覚，学習，社会などの
領域が取り上げられています。こ
れまでは，青年期の課題などを除
くと，教科の知識と結びついてい
ないため，生徒や教員は必ずしも
背景知識や研究法（質問紙法，実
験法，観察法，統計など）のスキ
ルをもっていないため，適切な支
援が重要と考えます。

　このように，公民科以外にも
様々な科目で，心理学と関連をも
つ内容が取り上げられています。
さらに，すべての教科につながる
ような学習法の問題（次回市川伸
一先生担当「高校生に伝えたい記
憶の心理学」で取り上げます），特
別活動におけるホームルーム活動
（進路指導も含む），生徒会活動，
行事（文化祭，体育祭，旅行など）
や部活動におけるリーダーシップ
や集団問題解決，意思決定などの
内容もあります。これらの心理学
に関わる学びを，大学で学ぶ心理
学とつなげる高大接続，教科外の
学びや日常生活に広げること（友
人や恋愛関係，親子関係，人の多
様性理解，社会貢献活動など），そ
して，心理学を大学で学ぶ進路選
択のための生徒や教員への適切な
情報提供は，今後の課題です。
　本連載は，そうした課題に応え
ることを目的としています。次回
以降は，「高校生に伝えたい ○○
の心理学」として，記憶を皮切り
に，様々なテーマを取り上げてい
きます。どうぞご期待ください。

ブックガイド

『心理学って何だろうか？：四千人の調
査から見える期待と現実』楠見孝（編
著），誠信書房，2018年

　日本心理学会が実施した調査に基づい
て，市民が期待する心理学と大学で学ぶ
学問のギャップ，小中高の先生が心理学
に対してもつ期待，そして，学会の社会に
向けての活動について紹介している。
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